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京
大
農
場 

本
場 

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究

科
附
属
農
場
は
、
大
正
１３
年
農

学
部
の
創
設
に
と
も
な
っ
て
北

部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
農
学
部
構
内

に
開
設
さ
れ
、
そ
の
後
変
遷
を

重
ね
て
、
現
在
は
高
槻
市
八
丁

畷
町
の
本
場
、
古
曽
部
町
の
古

曽
部
温
室
お
よ
び
農
学
部
構
内

の
京
都
農
場
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。 

１
９
２
８
年
に
開
設
さ
れ

た
農
場
は
本
館
、
別
館
（
技
官

室
）、
実
験
棟
か
ら
な
る
。 

 

正
面
に
見
え
る
木
造
の
立

派
な
本
館
は
、
西
欧
的
な
景
観

を
醸
し
出
し
て
８０
年
も
た
っ

て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。 

 

こ
の
本
館
の
前
に
「
弥
生
式

文
化
安
満
遺
跡
」
と
書
い
た
石

柱
が
立
っ
て
い
る
。    

 

京
大
本
農
場
で
は
、
農
学
博

士 

北
島
宣
先
生
か
ら
全
体
説

明
と
安
満
遺
跡
を
ス
ラ
イ
ド
で

説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

蔬 

菜 

片
岡
先
生
説
明 

 

現
在
栽
培
さ
れ
て
い
る
も
の 

は
（
イ
チ
ゴ
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
・

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
ダ
イ
シ
ョ
・

タ
マ
ネ
ギ
等
） 

ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
で
は
、
イ
チ
ゴ
と
ト
マ
ト

の
栽
培
研
究
を
し
て
お
ら
れ
、 

栽
培
し
や
す
く
、
よ
り
糖
度
が

高
く
商
品
価
値
の
高
い
イ
チ
ゴ

や
ト
マ
ト
が 

求
め
ら
れ
る
傾

向
に
あ
り
＊
高
温
条
件
下
で
安

定
し
た
結
果
性
を
求
め
、
研
究

し
て
い
る
。  

  

水 

田 

寺
石
先
生
説
明 

 
苗
植
の
終
わ
っ
た
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
の
水
田
を
見
な
が
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。 

 

栽
培
種
と
し
て
は
、
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
、
あ
い
ち
の
か
お
り
、
ミ

ナ
ミ
ヒ
カ
リ
の
３
種
で
す
。 

 

エ
ジ
プ
ト
考
古
学
の
権
威
吉

村
教
授
は
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
と

の
共
同
研
究
に
お
い
て
、
壁 
画

を
も
と
に
あ
ら
ゆ
る
考
古
学
的

分
析
を
駆
使
し
、
古
代
エ
ジ
プ

ト
ビ
ー
ル
を
再
現
す
る
こ
と
に

成
功
、
そ
の
際
、
古
代
エ
ジ
プ

ト
で
ビ
ー
ル
醸
造
に
使
用
さ
れ

て
い
た
「
エ
ン 

マ
ー
小
麦
」
の

種
子
を

提
供
し

た
の
が

京
大
農

学
研
究

室
。
公

表
さ
れ

た
こ
の
成
果
を
大
学
の
知
の

社
会
還
元
と
し
て
世
に
提
供

し
た
い
と
考
え
た
の
が
京
大

の
尾
池
総
長
で
、
早
大
の
白
井

総
長
に
呼
び
か
け
両
大
学
で

共
同
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ー
ル
を
開

発
す
る
計
画
が
ま
と
ま
っ
た
。

研
究
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、

「
古
代
種
小
麦
を
使
用
し
た

美
味
な
現
代
ビ
ー
ル
」
と
い
う

商
品
コ
ン
セ
プ
ト
を
ま
と
め

ま
し
た
。   

 

果
樹
園 

羽
生
先
生
説
明 

  

（
梨
・
柿
・
梅
・
桃
・
ぶ
ど

う
・
他
）
新
し
い
梨
は
、
交
配

で
美
味
し
く
て
長
持
ち
す
る

物
を
と
研
究
開
発
し
て
き
た
。

梨
が
出
来
る
ま
で
に
は
、約
２０

年
ほ
ど
か
か
る
と
の
こ
と
。 

平

核
無
（
ひ
ら
た
ね
な
し
）
は
突

然
変
異
で
染
色
体
が
奇
数
で

子
供
が
出
来
な
い
。巨
峰
は
３６

粒
に
す
る
の
が
美
味
し
い
。   

 
 

古
曽
部
温
室 

 
京
大
農
学
部
の
付
属
農
場

で
、
高
槻
市
古
曽
部
に
あ
り
、

大
正
１３
年
に
創
設
さ
れ
た
。 

 

正
門
を
入
る
と
ノ
リ
ナ
や

ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
が
見
え
、
そ
の
奥

に
大
き
な
温
室
の
建
屋
が
目

に
入
る
。
札
埜
先
生
の
案
内
で

園
内
を
見
学
、
温
室
が
主
体
で
、

特
に
胡
蝶
蘭
の
栽
培
で
マ
ニ

ア
に
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

主
温
室
は
４
室
、
洋
蘭
の
栽

培
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
最 

盛
期
は
過
ぎ
て
い
た
。 

 

蘭
以
外
に
も
パ
フ
ィ
オ
ペ

デ
ィ
ラ
ム
、
カ
ト
レ
ア
、
デ
ン

ド
ロ
ビ

ュ
ー
ム
、

シ
ク
ラ

メ
ン
、

カ
ラ
ン

コ
エ
等

多
く
の

草
花
も

栽
培
さ
れ
て
い
た
。
正
月
用
の

シ
ク
ラ
メ
ン
の
研
究
も
し
て

お
ら
れ
た
。   

 

京
大
植
物
園
と
言
わ
れ

て
い
た
と
き
に
は
、
サ
ボ
テ

ン
や
食
虫
植
物
で
有
名
だ

っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。   

 
 

安
満
遺
跡 

 

 

弥
生
時
代 

集
落
跡 

 

こ
の
遺
跡
は
、
昭
和
３
年

(1928)

に
京
大
農
場
を
建
設

す
る
際
の
工
事
中
に
発
見
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 

三
島
地
方
で
初
め
て
米
作

り
を
行
っ
た
の
は
、
安
満
の
集

落
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
住
居

群
の
ま
わ
り
に
濠
を
め
ぐ
ら

す
環
濠
集
落
跡
で
、
南
側
に
は

用
水
路
を
そ
な
え
た
水
田
が

ひ
ろ
が
り
、
東
側
と
西
側
は
墓

地
に
な
っ
て
い
た
。
全
体
で
は

東
西
１
５
０
０
ｍ
、
南
北
６
０

０
ｍ
に
及
び
、
当
時
の
土
地
利

用
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
。 

 

多
数
の
弥
生
土
器
と
と
も

に
、
青
銅
製
の
ヤ
ジ
リ
や
木
製

の
農
具
、
珍
し
い
漆
塗
り
の
カ

ン
ザ
シ
や
ク
シ
、
勾
玉
な
ど
の

装
身
具
な
ど
も
み
つ
か
っ
て

い
る
。 

最
古
の
ム
ラ
は
京
大
農
場

の
本
館
の
あ
た
り
で
見
つ
か

っ
て
い
る
。
ム
ラ
の
周
り
に
は

幅
４
ｍ
、
深
さ
１
＋
２
ｍ
ほ
ど

の
２
本
の
溝
を
平
行
し
て
め

ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
。 

溝
の
外
側
に
は
土
塁
が
築

か
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
溝
が

ム
ラ
の
排
水
防
湿
だ
け
で
な

く
、
外
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
為
の

施
設
に
な
っ
て
い
た
。 

安
満
遺
跡
は
、
大
溝
や
墓
あ

る
い
は
土
器
や
木
製
農
具
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
遺
構
、
遺
物
が

見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

弥
生
時
代
の
ム
ラ
を
具
体
的

に
復
元

す
る
こ

と
が
出

来
る
数

少
な
い

貴
重
な

遺
跡
と

の
こ
と
。
遺
跡
の
保
存
方
法
と

し
て
は
、
少
な
く
と
も
か
つ
て

の
集
落
跡
が
イ
メ
ー
ジ
出
来

る
よ
う
な
形
で
保
存
し
て
欲

し
い
も
の
で
す
。  

Ｓ
・
Ｏ 

わ 

が 

ま 

ち 

紹 

介 
 
 
 
 

 

ま
ち
な
か
に
残
る
貴
重
な
緑
の
空
間
：
京
大
農
場 

 

 

 

６月度行事予定 
“四季を味わい、古き都を散策：長岡京市″ 

月  日： 平成１９年６月２１日（木）  
集合場所： 阪急長岡天神駅 改札出口 13：00集合 
順  路： 阪急長岡天神駅→長岡天満宮→埋蔵文化財センター                            
      →寂照院→走田神社→長岡市立図書館→長岡天神駅 

      長岡京市ふるさとガイドの会に案内して頂きます 

 

７月度行事予定 
“淀川の偉大さ大切さと介護を考える：大塚地区” 

月  日： 平成１９年７月１９日（木）  
集合場所：ＪＲ高槻駅南 市バス④乗り場 13：00集合 

順  路：ＪＲ高槻駅南→東和町下車→ローズマリー→大塚神社  

   →善立寺→西応寺→洪水記念碑→枚方大橋北詰→高槻駅                      
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